A Discussion on the Impeditive Factors to Democracy in Islamic Societies : j. Voll and B. Weiffen by 君塚, 大学
イスラーム社会における民主化阻害要因について
── J. ヴォルと B. ヴァイヘン──
君 塚 大 学











































































































































































































































社会学部論集 第 42号（2006年 3月）
―１０１―
ア，そしてその結合変数である。従属変数としての民主主義はいわば民主化の程度を示すもの
で，具体的には二つのデータ，Polity IV Project の「政体」指標と Freedom House の「自
由」指標が別々に利用される。Polity IV Project は 1975年からはじまった全世界の政体研究
の 4番目の改良バージョンで，ヴァイヘンが利用した 1992年から 2001年のデータベースで
は 161カ国が調べられている。Polity IV Project では政体に係わる変数として「行政幹部リ
クルートの競争性（Competitiveness of Executive Recruitment）」，「行政幹部リクルートの
開放性（Openness of Executive Recruitment）」，「最高幹部への拘束性（Constraint on




である。Polity IV Project の考え方では，どのような政体にも民主主義的な面と専制的な面
がありうるから，両者を斟酌して政体を総体的に捉えるべきだとされるのである。この「政
体」値はまったくの民主主義で 10を，まったくの専制で－10をとる（7）。
ヴァイヘンが民主化の指標として使うもうひとつのデータは Freedom House の「自由」指
標である。これについては別稿（君塚；2002 ; 29の（注）13）で触れたので，ここでは説明を









Britannica Book of the Year 1998から採られている。レンティアについても輸出総額に占め
る石油などの燃料輸出額が 50％以上とそれ以下でダミー変数化されるのと，輸出比率の実変
















「政体」値を見ると，順に－7.107, －1.152, 1.350, 4.534となる。ムスリムでかつまたレンテ
ィアである社会が最も「専制」的だと分かる。また，「自由」値との関係では，やはりその順























義志向の差はないことが分かっている（Norris & Inglehart ; 2003）。あるいはアメリカの Pew
Research Center が行った意識調査でもムスリムたちは，地域によって偏差はあれ，大方は
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盻 次のサイトを参照。http : //islam21.net/index.php http : //www.islam−democracy.org/


















けられた 5変数を加算したものが「専制」変数で，その値域は 0～10である（Marshall & Jag-
gers ; 2002）。
眄 ちなみに，このデータセットによると 2002年の日本の「民主主義」値は 10，「専制」値は 0で，
除算した「政体」値は 10で完璧な「民主政体」とカウントされている（Polity IV Project ; 2002 :
Dateset）。この Polity IV Project の数値はあくまで制度化レベルの値であって，実態ではないこ
とにわれわれは注意すべきであろう。「陸海空軍その他の戦力は，これを保持しない」の憲法第 9
条の例を持ち出すまでもない。
眩 こうした Polity IV Project のデータと Freedom House のデータとが国によって大きく異なるケ
ースがある。たとえば，多くの論者によって判断が分かれているイランは，Polity IV Project のデ
ータでは 1992年から 1996年まで－6，すなわち「専制」それもかなり厳しい「専制」であるが，
1997年に＋3の「民主主義」に大逆転し，それが最新のデータがある 2002年まで継続している
（Polity IV Project ; 2002 : Dataset）。これに対し Freedom House のデータではほぼ同時期の
1993年から最新の 2004年まで「市民的自由」も「政治的権利」も 6ないし 7といった最悪の点
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